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新
庁
舎
建
設
基
本
設
計
（
案
）
に

つ
い
て
意
見
を
募
集
し
ま
す

桶
川
市
住
宅
用
新
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

機
器
設
置
費
補
助
制
度
の
ご
案
内

幼
児
2
人
同
乗
用
自
転
車
購
入

補
助
金
の
お
知
ら
せ

市
で
は
、
平
成
25
年
11
月
に
策
定
し
た

基
本
計
画
に
基
づ
き
、
基
本
理
念
や
整
備

方
針
な
ど
の
諸
条
件
な
ど
に
つ
い
て
検
討

を
重
ね
、「
桶
川
市
新
庁
舎
建
設
基
本
設

計
（
案
）」
を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、
次

の
と
お
り
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

閲
覧
・
意
見
募
集
の
期
間
▼
4
月
6
日

㈪
〜
5
月
8
日
㈮

意
見
を
提
出
で
き
る
人
▼

○
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

○
市
内
に
事
業
所
な
ど
を
有
す
る
人

○
市
に
対
し
て
納
税
義
務
を
有
す
る
人

○
本
設
計
案
に
利
害
関
係
を
有
す
る
人

閲
覧
場
所
▼
新
庁
舎
建
設
推
進
課
、
情

報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
各
公
民
館
※
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

意
見
の
提
出
方
法
▼
指
定
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
郵
送
（
〒
363
―
8501
住
所

記
入
不
要
）、
メ
ー
ル
（chosha@

city.
okegaw

a.lg.jp

）ま
た
は
直
接
、
新
庁
舎

建
設
推
進
課
へ
。

提
出
さ
れ
た
意
見
の
取
扱
い
▼
市
の
考

え
方
な
ど
を
踏
ま
え
て
整
理
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま
す
。

詳
し
く
は
�
新
庁
舎
建
設
推
進
課

市
で
は
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
、
住
宅

用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
高
効
率

給
湯
器
の
設
置
者
に
、
そ
の
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

補
助
金
申
請
資
格
▼

①
市
内
に
住
宅
を
所
有
す
る
人

②
市
町
村
税
を
完
納
し
て
い
る
人

③
設
置
す
る
建
築
物
の
敷
地
お
よ
び
建
築

物
な
ど
に
都
市
計
画
法
お
よ
び
建
築
基
準

法
の
違
反
が
な
い
人

④
当
該
年
度
の
3
月
20
日
ま
で
に
工
事
が

完
了
で
き
る
人

⑤
申
請
後
、
設
置
工
事
に
着
手
す
る
人

※
同
一
世
帯
で
同
一
建
築
物
に
対
す
る
補

助
金
の
交
付
は
、
一
機
器
と
な
り
ま
す
。

補
助
対
象
と
な
る
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
お
よ
び
補
助
金
額
▼

①
電
力
会
社
の
低
圧
配
電
線
と
逆
潮
流
の

あ
る
系
統
連
結
を
し
て
い
る
こ
と

②
電
池
容
量
が
10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
の
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と

③
電
力
会
社
と
電
灯
契
約
を
締
結
し
て
い

る
こ
と

④
未
使
用
品
で
あ
る
こ
と

⑤
住
宅
の
屋
根
お
よ
び
屋
上
へ
の
設
置
に

適
し
て
い
る
こ
と

補
助
金
額
▼
構
成
す
る
太
陽
電
池
容
量

の
最
大
出
力
値
（
単
位
は
kw
と
し
、
小
数

点
以
下
第
1
位
未
満
は
切
捨
て
）
に
2
万

円
を
乗
じ
た
額
と
し
、
7
万
円
が
限
度
と

な
り
ま
す
。

補
助
対
象
と
な
る
高
効
率
給
湯
器
お
よ

び
補
助
金
額
▼

①
Ｃ
Ｏ
2
冷
媒
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯
器

（
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
）
3
万
円

②
潜
熱
回
収
型
給
湯
器
（
エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ
、

エ
コ
フ
ィ
ー
ル
）
2
万
円

③
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
給
湯
器（
エ
コ
ウ
ィ
ル
）

5
万
円

④
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
給
湯
器
（
エ
コ
ワ
ン
）

5
万
円

⑤
家
庭
用
燃
料
電
池
（
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
）

5
万
円

申
請
方
法
▼
補
助
金
交
付
申
請
書
に
、

次
の
書
類
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
経
費
の
内
訳
が
記
載
さ
れ
て
い
る
工
事

請
負
契
約
書
ま
た
は
見
積
書
の
写
し

②
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
は
最
大
出
力
が

確
認
で
き
る
書
類
の
写
し

③
高
効
率
給
湯
器
は
、
機
器
の
仕
様
お
よ

び
規
格
が
判
別
で
き
る
書
類
の
写
し

④
現
況
（
施
工
前
）
写
真
お
よ
び
案
内
図

⑤
前
年
度
分
の
市
町
村
税
納
税
証
明
書

※
申
請
書
類
は
、
環
境
課
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

受
付
開
始
▼
4
月
2
日
㈭
午
前
9
時
か

ら
環
境
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

詳
し
く
は
�
環
境
課

市
で
は
、
子
育
て
世
帯
の
自
転
車
で
の

買
い
物
や
子
ど
も
の
送
迎
に
よ
る
事
故
防

止
お
よ
び
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
、
幼
児
2
人
同
乗
用
自
転

車
の
購
入
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
▼
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

こ
と

①
市
内
在
住
の
人

②
申
請
時
に
小
学
校
未
就
学
児
2
名
以
上

を
養
育
し
、
か
つ
児
童
と
生
計
が
同
一
で

あ
る
こ
と

③
市
税
、
保
育
料
お
よ
び
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
負
担
金
の
滞
納
が
な
い
こ
と

④
市
内
の
自
転
車
販
売
店
で
購
入
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と

⑤
幼
児
2
人
同
乗
用
自
転
車
に
関
す
る
安

全
基
準
に
適
合
し
た
自
転
車
で
あ
る
こ
と

補
助
金
額
▼
購
入
代
金
の
2
分
の
1

（
上
限
3
万
円
）

※
幼
児
2
人
同
乗
用
自
転
車
に
つ
い
て
は
、

各
販
売
店
で
確
認
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
�
保
育
課

４月

2015．499

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板



��������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

���������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

　 動 報 告
かつ

どう ほう こく 浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金

交
付
制
度
の
ご
案
内
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い
き
い
き
健
康
農
園
利
用
者
を

募
集
し
ま
す

4
月
か
ら
の
ご
み
収
集
の

日
程
に
つ
い
て

公
民
館
の
予
約
・
利
用
申
請
の

お
知
ら
せ

べ
に
花
ま
つ
り
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

広
告
主
を
募
集
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限
度
額

を
改
正
し
ま
す

課税限度額

区 分 改正前 改正後

基礎課税（医療）分 470，000円 500，000円

後期高齢者支援金分 120，000円 130，000円

介護納付金分 90，000円 100，000円

教
育
委
員
会
第
4
回
定
例
会

生
涯
学
習
ガ
イ
ド（
4
月
〜
7
月
）

を
活
用
く
だ
さ
い

市
で
は
、
生
活
排
水
に
よ
る
公
共
用
水

域
の
水
質
汚
濁
の
防
止
な
ら
び
に
生
活
環

境
お
よ
び
公
衆
衛
生
の
向
上
を
図
る
た
め
、

単
独
浄
化
槽
・
汲
み
取
り
便
槽
か
ら
合
併

浄
化
槽
に
転
換
す
る
人
に
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
▼
市
街
化
調
整
区
域
内
に
お

い
て
、
専
用
住
宅
に
既
存
単
独
処
理
浄
化

槽
ま
た
は
汲
み
取
り
便
槽
を
使
用
し
て
い

る
人
が
、
こ
れ
ら
に
換
え
て
当
該
建
物
に

10
人
槽
以
下
の
浄
化
槽
を
設
置
し
よ
う
と

す
る
際
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
事
前

申
請
制
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
設
置
工

事
着
手
前
に
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。な

お
、
浄
化
槽
の
設
置
工
事
に
着
手
し

て
い
る
場
合
、
設
置
工
事
が
完
了
し
て
い

る
場
合
、
公
共
事
業
に
伴
う
物
件
の
移
転

補
償
を
受
け
て
い
る
場
合
、
新
規
に
浄
化

槽
を
設
置
す
る
場
合
（
建
築
確
認
申
請
を

要
す
る
住
宅
の
新
築
、
改
築
な
ど
の
工
事

が
伴
う
も
の
）
は
、
補
助
金
の
交
付
対
象

と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

補
助
金
額
▼

【
転
換
費
用
】
①
5
人
槽
�
33
万
2
千
円

②
6
〜
7
人
槽
�
41
万
4
千
円
③
8
〜
10

人
槽
�
54
万
8
千
円

【
処
分
費
用
】
転
換
と
と
も
に
転
換
前
の

既
存
単
独
浄
化
槽
ま
た
は
汲
み
取
り
便
槽

を
処
分
す
る
場
合
に
は
、
処
分
に
要
し
た

費
用
に
相
当
す
る
額
（
千
円
未
満
切
り
捨

て
）も
し
く
は
上
限
6
万
円
の
い
ず
れ
か

少
な
い
額
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
基
数
▼
予
算
の
範
囲
内
と
な

り
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

※
対
象
地
域
の
確
認
お
よ
び
申
請
書
類
に

つ
い
て
は
、
環
境
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
な
お
、
申
請
書
類
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
�
環
境
課

市
で
は
、
高
齢
者
の
健
康
維
持
や
生
き

が
い
対
策
の
一
環
と
し
て
農
園
整
備
を
行

い
、
土
に
親
し
み
、
野
菜
づ
く
り
な
ど
を

始
め
た
い
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
者
▼
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
で
、

他
の
「
い
き
い
き
健
康
農
園
」
を
利
用
し

て
い
な
い
人

農
園
の
場
所
お
よ
び
区
画
数
▼
坂
田
地

区

15
区
画
程
度
（
1
区
画
20
㎡
程
度
）

利
用
料
▼
無
料

利
用
期
間
▼
5
月
上
旬
（
予
定
）
〜
平

成
28
年
3
月
31
日

申
込
み
▼
4
月
1
日
㈬
〜
10
日
㈮
に
所

定
の
申
請
用
紙
に
記
入
し
、
高
齢
介
護
課

へ
。

※
申
請
用
紙
は
高
齢
介
護
課
に
あ
り
ま
す
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま

す
。詳

し
く
は
�
高
齢
介
護
課

4
月
1
日
か
ら
ご
み
収
集
の
日
程
が
一

部
変
更
と
な
り
、
曜
日
ご
と
の
収
集
を
実

施
し
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
高
崎
線
西
側
地
区
の
月

曜
日
は
「
紙
製
の
容
器
と
包
装
紙
」（
月

2
回
）、
水
曜
日
は
「
そ
の
他
ご
み
」（
月

1
回
）
に
変
更
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
交
通
事
情
な
ど
に
よ
り
収
集
時

間
が
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

み
は
決
め
ら
れ
た
集
積
所
の
ル
ー
ル
を
守

り
、
決
め
ら
れ
た
も
の
を
収
集
日
の
午
前

8
時
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
�
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

4
月
か
ら
土
・
日
・
祝
日
（
休
館
日
を

除
く
）
に
お
い
て
、
予
約
お
よ
び
利
用
申

請
手
続
き
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

受
付
時
間
▼
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5

時
15
分

予
約
方
法
▼
電
話
ま
た
は
来
館

利
用
申
請
▼
直
接
来
館
の
み

休
館
日
▼
月
曜
日
、
12
月
29
日
〜
翌
年

1
月
3
日

詳
し
く
は
�
各
公
民
館

6
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
開
催
す

る
「
べ
に
花
ま
つ
り
」
の
事
前
Ｐ
Ｒ
や
、

開
催
期
間
中
に
配
付
す
る
会
場
や
栽
培
畑

な
ど
の
案
内
図
を
中
心
に
し
た
ガ
イ
ド
マ

ッ
プ
を
作
成
し
ま
す
。

マ
ッ
プ
の
裏
面
に
企
業
や
商
店
お
よ
び

各
種
団
体
の
広
告
欄
を
設
け
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

大
き
さ
▼
Ａ
3
判
、
カ
ラ
ー
刷
り

発
行
▼
2
万
5
千
枚

募
集
▼
40
区
画

規
格
▼
1
区
画
が
縦
28
㎜
×
横
64
㎜

掲
載
料
▼
6
千
円
（
1
区
画
）
※
複
数

区
画
申
込
可

申
込
み
▼
4
月
15
日
㈬
ま
で
に
原
稿
図

案
と
掲
載
料
を
添
え
て
、
直
接
、
桶
川
市

べ
に
花
の
郷
づ
く
り
推
進
協
議
会
事
務
局

（
産
業
観
光
課
）
へ
。

詳
し
く
は
�
産
業
観
光
課

国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
は
、
国
民

健
康
保
険
加
入
者
の
皆
さ
ん
か
ら
負
担
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
保
険
税
と
国
な
ど
か

ら
の
補
助
金
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

所
得
の
状
況
や
加
入
者
数
の
減
少
の
た
め

保
険
税
収
入
が
伸
び
悩
む
中
、
医
療
技
術

の
高
度
化
な
ど
に
よ
り
一
人
当
た
り
の
医

療
費
は
年
々
増
加
し
、
国
保
財
政
は
ひ
っ

迫
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
こ
う
し
た
状
況
を
少
し
で

も
改
善
す
べ
く
、
や
む
を
得
ず
平
成
27
年

度
か
ら
課
税
限
度
額
を
引
き
上
げ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
保
険
税
率
の
引
き
上
げ
を
行

う
も
の
で
は
な
く
、
保
険
税
の
負
担
の
上

限
を
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。
国
民
健
康

保
険
に
加
入
す
る
約
1
万
2
千
世
帯
の
う

ち
影
響
の
あ
る
世
帯
は
、
250
〜
300
世
帯
程

度
と
見
込
ま
れ
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
�
保
険
年
金
課

と
き
▼
4
月
23
日
㈭
午
後
2
時
か
ら

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
303

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
次
回
の
定
例
会
は
5
月
22
日
㈮

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
�
教
育
総
務
課

市
民
の
生
涯
学
習
を
支
援
す
る
た
め
に
、

学
習
機
会
の
情
報
を
ま
と
め
た
「
生
涯
学

習
ガ
イ
ド
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
公
共

施
設
（
公
民
館
・
図
書
館
な
ど
）
に
配
置

し
て
い
て
い
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
�
生
涯
学
習
文
化
財
課

３月１日、JR桶川駅にて、「桶川駅開業１３０周年記念イベント」が開催
されました。
当日は、多くの方々が来場され、記念出発式、子ども達の駅長制服での

記念撮影会や抽選会などのセレモニーが開催されました。
記念出発式では、私も駅長とともに真っ白な制服を着用し、１番線のホ

ームにて出発の合図を行い、１１時１５分発湘南新宿ライナーを送りだしまし
た。また、べに花畑とオケちゃんをデザインした「新観光駅名標」がお披
露目となり、現在下りホームに設置され、多くの駅利用者を出迎えていま
す。
桶川駅は明治１８年（１８８５年）３月１日に開業し、１３０年の間、桶川の発

展を支え続けてきました。駅を中心として商店街や公共施設などが設置さ
れ、現在は人口７万５千人のまちに発展し、桶川駅は首都圏への通勤・通
学の交通手段として多くの市民の皆様に利用されております。
３月１４日には、高崎線上野東京ラインが開通し、今後はさらに、市内に

２つのインターチェンジを持つ圏央道、上尾道路の開通が予定されており
ます。桶川市の交通利便性はますます向上し、首都圏の交通の要衝として
さらなる飛躍が期待されています。
昨年からいよいよ用地買収に着手した東口駅前広場と駅通りの拡幅整備

をさらに強力に押し進め、将来に誇れる元気で活力あるまちづくりへの新
たな決意をした一日でした。

vol．20

市長元気通信

桶川市長

桶川市の面積が
変更となりました
市の行政面積は、国土交通省
国土地理院が公表している「全
国都道府県市区町村別面積調」
に基づいています。市の面積は、
これまで25．26㎢でしたが、今
回の公表により3月6日㈮から
25．35㎢に変更となりました。
詳しくは�企画課

▲新観光駅名標

����

����

����

����

桶川市携帯版公式サイト桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp/mobilehttp://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市保健 �786―1855
センター �786―0096

桶川市役所 �786―3211
桶川市教育委員会 �786―9866
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農
事
功
績
表
彰

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

緑白綬有功章

砂川 富夫さん

原
動
機
付
自
転
車
、軽
二
輪
な
ど
の

税
率
改
正
の
1
年
延
期
に
つ
い
て

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
委
員
・

団
体
を
募
集
し
ま
す

皆
様
の
善
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

協
働
事
業
の
お
知
ら
せ

次
の
方
は
、
永
年
に
わ
た
る
酪
農
業
に

お
け
る
顕
著
な
功
績
が
認
め
ら
れ
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

詳
し
く
は
�
農
政
課

平
成
27
年
度
課
税
分
よ
り
原
動
機
付
自

転
車
、
二
輪
の
軽
（
小
型
）
自
動
車
お
よ

び
小
型
特
殊
自
動
車
の
税
率
を
改
正
す
る

予
定
で
し
た
が
、
1
年
間
延
期
い
た
し
ま

す
。
な
お
、
軽
四
輪
車
な
ど
（
三
輪
車
・

四
輪
の
軽
自
動
車
）
で
平
成
27
年
4
月
1

日
以
降
（
※
）
に
新
規
登
録
し
た
車
両
に

つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度
課
税
分
か
ら
新

税
率
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
。

※
平
成
27
年
4
月
1
日
に
新
規
登
録
し
た

車
両
は
、
平
成
27
年
度
課
税
分
か
ら
新
税

率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
�
税
務
課

「
女
ら
し
さ
」「
男
ら
し
さ
」
に
と
ら

わ
れ
ず
、
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
社

会
―
男
女
共
同
参
画
社
会
―
の
実
現
に
向

け
、
共
に
活
動
す
る
市
民
・
団
体
を
募
集

し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
情
報
紙
編
集
委
員

男
女
共
同
参
画
の
た
め
の
情
報
紙
「
か

が
や
き
」
の
編
集
委
員
と
し
て
、
企
画
・

取
材
・
編
集
・
発
行
を
行
い
ま
す
。

募
集
人
数
▼
5
人

申
込
み
▼
4
月
30
日
㈭
ま
で

グ
ル
ー
プ
サ
ポ
ー
ト
事
業
対
象
団
体

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し

活
動
す
る
市
民
グ
ル
ー
プ
に
、
活
動
費
を

助
成
し
ま
す
。

助
成
額
▼
限
度
額
5
万
円

助
成
団
体
数
▼
1
団
体
【
多
数
抽
選
】

申
込
み
▼
4
月
17
日
㈮
ま
で

詳
し
く
は
�
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

次
の
方
か
ら
寄
附
（
現
金
）
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

建
設
埼
玉

桶
川
地
区
本
部

様

詳
し
く
は
�
契
約
管
財
課

市
で
は
、
市
民
な
ど
（
市
民
、
地
縁
団

体
、
市
民
団
体
、
企
業
お
よ
び
事
業
者
）

と
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
と
役
割
に
基

づ
き
対
等
の
立
場
で
協
力
し
、
地
域
社
会

の
維
持
な
ど
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

平
成
25
年
4
月
に
「
桶
川
市
協
働
推
進
条

例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。
昨
年
11
月
に
は
、

協
働
の
拠
点
と
し
て
「
市
民
活
動
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、
市
民
な
ど
と

市
と
の
協
働
に
よ
る
豊
か
な
市
民
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

協
働
の
提
案
事
業
を
募
集
し
ま
す

市
民
と
市
が
身
近
な
問
題
の
解
決
を
図

る
た
め
、
お
互
い
の
知
恵
や
持
て
る
力
を

出
し
合
い
、
役
割
分
担
し
な
が
ら
行
う
活

動
が
協
働
で
す
。

市
で
は
、
市
民
団
体
の
皆
さ
ん
の
知
恵

や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
た
、
協
働
事
業
の

提
案
を
募
集
し
ま
す
。

提
案
事
業
の
う
ち
、
審
査
で
採
択
さ
れ

た
事
業
に
つ
い
て
は
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。提

案
・
応
募
で
き
る
人
▼
市
民
公
益
活

動
団
体
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
、
自
治
会
な
ど
の
地
域
団
体
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
子
ど
も
会
な
ど
）

補
助
額
▼
1
事
業
あ
た
り
上
限
100
万
円

（
た
だ
し
、
活
動
歴
1
年
未
満
の
団
体
は

上
限
10
万
円
）

募
集
期
間
▼
4
月
23
日
㈭
ま
で

審
査
▼
提
案
内
容
つ
い
て
の
書
類
審
査
、

口
頭
説
明
を
行
い
、
桶
川
市
協
働
審
議
会

で
審
査
し
ま
す
。

提
案
事
業
内
容
▼
次
の
①
〜
③
す
べ
て

を
満
た
す
も
の

①
市
民
公
益
活
動
団
体
と
市
が
協
働
し
て

取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
地
域
課
題
や
社

会
的
課
題
の
解
決
が
図
ら
れ
る
公
益
的
・

社
会
貢
献
的
な
事
業
で
あ
る
こ
と

②
来
年
3
月
末
ま
で
に
事
業
が
完
了
す
る

も
の

③
市
設
定
の
テ
ー
マ
に
対
す
る
市
民
公
益

活
動
団
体
の
企
画
事
業
、
ま
た
は
市
民
公

益
活
動
団
体
が
提
案
す
る
事
業

※
募
集
要
項
や
申
請
書
類
は
、
4
月
1
日

㈬
よ
り
自
治
文
化
課
、
市
民
活
動
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
、
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー

に
設
置
し
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
応
募
を
希
望
す
る
団
体
は
、
自
治
文
化

課
に
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

桶
川
市
協
働
審
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

審
議
会
は
、
諮
問
に
基
づ
き
次
の
事
項

を
調
査
審
議
し
答
申
し
ま
す
。
な
お
、
任

期
は
2
年
間
で
す
。

審
議
会
の
審
議
事
項
▼

①
協
働
の
推
進
に
関
す
る
諸
施
策
に
関
す

る
こ
と

②
提
案
事
業
の
審
査
お
よ
び
評
価
に
関
す

る
こ
と

③
そ
の
他
の
協
働
の
推
進
に
関
す
る
こ
と

対
象
▼
市
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
人

（
若
干
名
）

申
込
方
法
▼
応
募
用
紙
に
応
募
理
由
な

ど
を
記
載
し
、4
月
30
日
㈭《
消
印
有
効
》

ま
で
に
直
接
ま
た
は
郵
送
（
〒
363
―
8501
住

所
記
入
不
要
）
で
、
自
治
文
化
課
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
応
募
用
紙
は
自

治
文
化
課
お
よ
び
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

詳
し
く
は
�
自
治
文
化
課

駅西口図書館・駅西口連絡所
休館のお知らせ

桶川マインの改修に伴い、駅西口図書館と駅西
口連絡所は、次の期間休館となります。
利用者の皆様にはご迷惑をおかけしますが、ご
理解ご協力をお願いします。
休館期間（予定）�
駅西口図書館 ４月１３日㈪～９月３０日㈬
駅西口連絡所 ４月１１日㈯～９月３０日㈬

※駅西口図書館の休館中は次の施設をご利用ください。
【市立図書館】月曜日・祝日を除く午前９時３０分

～午後５時
【川田谷分室】月曜日、祝日を除く平日の午後１

時３０分～４時３０分、土・日曜日の
午前９時３０分～午後４時３０分

※駅西口連絡所の休館中は次の施設をご利用ください。
【市役所市民課】日曜日、祝日を除く午前８時３０

分～午後５時１５分
【東部連絡所】土・日・祝日を除く午前８時３０分

～午後５時１５分
詳しくは�市立図書館�７７１－０３０３、市民課

～微微微微微微微微微微微微微微微微微微微微小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小粒粒粒粒粒粒粒粒粒粒粒粒粒粒粒粒粒粒粒粒子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（PPPPPPPPPPPPPPPPPPPPMMMMMMMMMMMMMMMMMMMM22222222222222222222....................55555555555555555555））））））））））））））））））））
に注意しましょう～

微小粒子状物質（PM2．5）とは、大気中に浮遊す
る粒子状物質であって、直径2．5マイクロメートル
以下（1マイクロメートルは0．001ミリメートル）
の微粒子のことをいいます。PM2．5の大きさは髪
の毛の太さの30分の1程度です。
PM2．5の濃度の日平均値が70マイクログラム／
1㎥を超えると予測された場合、健康への影響が懸
念されます。そのため県では、毎日3回（午前8時、
正午、午後5時）この値を超えるおそれがあるかど
うかを予測し、ホームページにてお知らせしていま
す。また、市では防災無線でお知らせします。
日平均値が70マイクログラム／1㎥を超えると予

測された場合、次のことに注意ください。
◯不要不急の外出をできるだけ減らすこと
◯屋外での長時間の激しい運動をできるだけ減らす
こと

◯換気や窓の開閉を必要最小限にすること
関連ホームページ
◯本日のPM2．5測定結果（県ホームページ）
◯微小粒子状物質（PM2．5）に関する情報（環境省
ホームページ）

詳しくは�環境課

テレ玉のデータ放送で
桶川市の情報をお知らせします

4月1日から、地上デジタル放送「テレ玉」で、桶川市発
信のデータ放送を行います。視聴は無料です。
放送内容�防災情報、イベント情報、行政情報など
視聴方法�「テレ玉（地デジ3チャンネル）」にチャンネルを

合わせ、リモコンの【ｄ】ボタンを押してください。
画面左下の一覧から「桶川市のお知らせ」を選び、
リモコンの【決定】ボタンを押してください。

詳しくは�秘書広報課

44月月かからら生生活活困困窮窮者者のの支支援援制制度度がが始始ままりりまますす
4月1日から「生活困窮者自立支援法」が施行され、離職などにより生活に困窮している方々を対象に、自

立に向けた支援サービスが開始されます。生活でお困りの人、また、周りにお困りの人がいましたら、お知ら
せいただくとともに、気軽にご相談ください。主な支援の内容は次のとおりです。
自立相談支援 広く相談を行い、個々の状況に合った支援計画を作成したり、支援に必要な関係機関を紹

介するなど、総合的な支援を行います。
住宅確保給付金 離職により住居（借家）を失うおそれがある人への家賃相当額の給付金の支給をします。

※利用には条件があります。
就労準備支援 就労に必要な訓練の受講または就労・自立に向けた生活支援をします。
学 習 支 援 生活に困窮する世帯の子どもへの学習相談および支援、学習教室などを行います。
詳しくは�社会福祉課

桶川市携帯版公式サイト桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp/mobilehttp://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市保健 �786―1855
センター �786―0096

桶川市役所 �786―3211
桶川市教育委員会 �786―9866
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ス
ズ
メ
バ
チ
除
去
費
補
助
制
度
の

ご
案
内

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
検
診
費
の
補
助
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
〜
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
の
皆
さ
ん
へ
〜

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
情
報
の

閲
覧
が
で
き
ま
す

公
共
下
水
道
の
お
知
ら
せ

学
校
健
康
教
育
を
推
進
し
て

い
ま
す

市
で
は
、
近
年
凶
暴
化
し
市
民
生
活
の

安
全
を
脅
か
す
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
を
除
去

す
る
た
め
、
そ
の
委
託
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

補
助
金
申
請
資
格
▼

①
市
内
に
居
住
す
る
建
物
を
有
し
、
当
該

建
物
ま
た
は
そ
の
敷
地
内
に
あ
る
巣
を
除

去
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
（
ア
パ
ー
ト
・

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
集
合
住
宅
を
除
く
）

②
申
請
前
に
環
境
課
へ
連
絡
し
、
ハ
チ
の

種
類
の
確
認
作
業
を
受
け
て
い
る
こ
と

③
申
請
書
兼
報
告
書
の
提
出
時
に
、
巣
の

除
去
を
業
者
に
委
託
し
、
除
去
が
完
了
し

て
い
る
こ
と

※
同
一
の
人
に
対
す
る
補
助
金
の
交
付
は
、

年
一
回
限
り
と
な
り
ま
す
。

補
助
金
額
▼

補
助
金
の
額
は
、
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
を

除
去
し
た
費
用
の
1
／
2
の
額
（
百
円
未

満
の
端
数
は
切
り
捨
て
）
と
し
、
1
万
円

が
限
度
と
な
り
ま
す
。

申
請
方
法
▼
補
助
金
の
交
付
を
受
け
よ

う
と
す
る
人
は
、
巣
の
確
認
を
受
け
た
後
、

ス
ズ
メ
バ
チ
除
去
費
補
助
金
交
付
申
請
書

兼
報
告
書
に
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え

て
環
境
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
巣
の
除
去
に
伴
う
領
収
書
の
写
し

②
ス
ズ
メ
バ
チ
の
種
類
お
よ
び
除
去
前
の

巣
が
確
認
で
き
る
写
真

③
除
去
後
の
巣
が
あ
っ
た
場
所
の
写
真

④
除
去
し
た
場
所
の
位
置
図

⑤
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る
書
類

ご
不
明
な
点
お
よ
び
申
請
書
の
受
け
取

り
に
つ
い
て
は
、
環
境
課
へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
申
請
書
類
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

な
お
、
予
算
の
範
囲
を
超
え
た
場
合
は

締
め
切
り
ま
す
。

詳
し
く
は
�
環
境
課

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
検
診
を
受

け
た
場
合
、
検
診
費
の
一
部
を
次
の
と
お

り
補
助
し
ま
す
。

対
象
▼
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
30
歳
以
上
の
人
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
し
、
保
険
税
・
保
険
料
の

滞
納
の
な
い
人

補
助
額
▼
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
い

ず
れ
か
一
方
の
検
診
費
の
7
割
（
上
限
2

万
5
千
円
）
を
年
度
内
1
回
補
助
し
ま
す
。

補
助
方
法
▼
2
種
類
あ
り
ま
す
。

【
桶
川
市
・
北
本
市
・
伊
奈
町
の
指
定
医

療
機
関
で
受
け
る
場
合
】

補
助
金
受
給
者
証
の
提
出
で
、
検
診
費

か
ら
補
助
額
差
引
後
の
支
払
額
に
な
り
ま

す
。
な
お
、
補
助
金
受
給
者
証
は
、
予
約

後
、
検
診
前
に
保
険
証
と
印
鑑
を
持
っ
て
、

保
険
年
金
課
で
交
付
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。

【
そ
の
他
の
医
療
機
関
で
受
け
る
場
合
】

検
診
後
、
保
険
証
・
印
鑑
・
検
診
費
の

領
収
書
・
検
診
結
果
・
振
込
口
座
が
分
か

る
も
の
を
持
っ
て
、
保
険
年
金
課
で
補
助

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
検
診
項
目
や
検
診
費
用
は
各
医
療
機
関

で
異
な
り
ま
す
の
で
、
直
接
医
療
機
関
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
指
定
医
療
機
関
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
る
ほ
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。詳

し
く
は
�
保
険
年
金
課

桶
川
市
内
職
相
談
室
で
は
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
の
求
人
情
報
が
閲
覧
で
き
ま
す
。（
紹

介
状
の
発
行
・
相
談
、
失
業
保
険
の
手
続

き
な
ど
は
、受
け
付
け
し
て
い
ま
せ
ん
。）

予
約
は
不
要
で
す
が
、
端
末
の
設
置
台

数
が
1
台
の
た
め
、
お
待
ち
い
た
だ
く
場

合
も
あ
り
ま
す
。

開
設
場
所
▼
勤
労
福
祉
会
館
内
（
北
1

―
12
―
10
）

開
設
日
時
▼
毎
週
水
・
金
曜
日
の
午
前

10
時
〜
正
午
、
午
後
1
時
〜
3
時
（
年
末

年
始
・
祝
日
は
除
く
）

詳
し
く
は
�
産
業
観
光
課

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す

市
で
は
、
計
画
的
に
公
共
下
水
道
の
普

及
を
進
め
、
快
適
で
住
み
よ
い
街
づ
く
り

に
努
め
て
い
ま
す
。

お
住
ま
い
の
地
区
で
、
公
共
下
水
道
の

供
用
開
始
が
告
示
さ
れ
る
と
、
汲
み
取
り

式
ト
イ
レ
は
3
年
以
内
の
水
洗
化
が
下
水

道
法
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
家
庭
も
、
遅
滞

な
く
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し

ま
す
。

排
水
設
備
工
事
は
指
定
工
事
店
で

公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
た
め
の
宅
地

内
の
排
水
設
備
工
事
を
行
う
際
に
は
、
必

ず
市
の
「
下
水
道
指
定
工
事
店
」
に
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。
※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

下
水
道
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

下
水
道
に
油
を
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

油
を
そ
の
ま
ま
流
す
と
つ
ま
り
や
に
お

い
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
と
け
や

す
い
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
紙
お

む
つ
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、
生
理
用

品
な
ど
を
流
す
と
ト
イ
レ
が
つ
ま
り
修
理

が
大
変
で
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

悪
質
な
修
理
・
清
掃
業
者
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い

「
お
宅
の
下
水
道
管
が
汚
れ
て
い
る
の

で
、
市
の
ほ
う
か
ら
清
掃
に
伺
い
ま
し

た
。」
な
ど
依
頼
を
し
て
い
な
い
訪
問
を

受
け
た
際
に
は
、
は
っ
き
り
と
断
っ
て
く

だ
さ
い
。

市
で
は
、
個
人
の
宅
地
内
排
水
設
備
の

清
掃
依
頼
な
ど
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
市
が
訪
問
調
査
を
行
う
場
合
に
は
、

必
ず
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
�
下
水
道
課

1
月
30
日
㈮
に
桶
川
東
小
学
校
が
、
学

校
給
食
優
良
学
校
と
し
て
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。
こ
の
賞
は
、
学
校
の
全
教
育
活
動

を
通
し
て
、
健
康
教
育
の
充
実
を
図
り
、

か
つ
、
学
校
給
食
を
積
極
的
に
推
進
す
る

こ
と
で
成
果
を
上
げ
て
い
る
学
校
に
送
ら

れ
ま
す
。

ま
た
、
2
月
5
日
㈭
に
は
、
埼
玉
県
学

校
歯
科
保
健
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
桶
川

西
中
学
校
が
入
選
校
と
し
て
、
桶
川
東
小

学
校
が
年
間
努
力
校
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
児
童
生
徒
の

歯
・
口
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る

学
校
に
送
ら
れ
る
も
の
で
す
。

今
後
も
児
童
生
徒
が
生
涯
に
わ
た
り
健

康
で
充
実
し
た
生
活
を
送
る
能
力
を
身
に

付
け
る
た
め
、
学
校
健
康
教
育
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

詳
し
く
は
�
学
校
支
援
課

子子育育てて応応援援（（子子育育てて情情報報））ウウェェブブササイイトト「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「ママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレ」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」を知っていますか
◎QRコード
からアクセ
スできます。

◎市ホームページのトッ
プページのバナーから
ご利用いただけます。

妊娠・出産・子育てに関する各種行政サービス情報を、webで「わ
かりやすく」「探しやすく」発信するため、子育て応援サイト『ママ
フレ』を開設しています。
行政サービス情報をカテゴリーごとに分類し、専門用語をできるだ

け使用しないなど、わかりやすくなっています。子育て世帯のみなさ
ん、ぜひ、ご利用ください！

http : //okegawa-city.mamafre.jp 詳しくは�こども支援課

届出
�妊娠・出産に
関する届出

健康
�お母さんの健康
�お子さんの健康
「乳幼児健診には同じ月齢の赤ちゃん
が一堂に集まるので最初はびっくり。
健診で成長の度合いもわかるし、育
児相談もできるので安
心できました。」

�お子さんの予防接種
�産前・産後の訪問指導

おかね
�妊娠・出産したお母さん
へのお金などのサポート

�子育て中の方へのお金な
どのサポート

�ひとり親の
方へのお金
などのサポ
ート

相談
�妊娠出産・子育て
に関する相談先

病院・救急
�妊娠出産・子育てに関
する病院と救急連絡先

学ぶ・出かける
�妊娠出産・子育てに関する教室・講座
「パパと参加したパパママ体験クラスで、お
風呂の入れ方を習いました。パパがお風呂
に入れてくれると本当に助かります。」

�行って遊ぼう
�妊娠出産・子育てに関する施設

あずける
�日常的な保育関連サービス
�一時的な保育関連サービス
「共働きで二人とも朝が早いので、
保育所への送りをファミリー・サ
ポート・センターの協力会員さん
にお願いできて大助かり！」

�幼稚園での保育関連サービス

「アアラライイググママ情報をお知らせください」
市内でも、急激にアライグマの出没情報が増えています。人家に住み着き、農作物を食い荒らすなど
の被害が多く発生しています。
市では、県や県内市町村と連携して被害対策を行っていますが、
これからの時期は繁殖期にあたるため個体数が増加する傾向にあり
ます。もしも自宅や近所で見かけたり、被害がありましたらどう猛
なので、むやみに手を出すことはやめて、環境課までご連絡ください。
※外見が良く似ているタヌキ、ハクビシンは、狩猟免許を取得して
いないと捕獲できませんので、専門業者に依頼してください。

詳しくは�環境課

桶川市携帯版公式サイト桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp/mobilehttp://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市保健 �786―1855
センター �786―0096

桶川市役所 �786―3211
桶川市教育委員会 �786―9866
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国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

桶
川
市
勤
労
者
住
宅
資
金

貸
付
制
度

応
急
手
当
（
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
）

講
習

学
生
納
付
特
例
制
度
の
手
続
き
が
簡
単
に

学
生
も
20
歳
に
な
っ
た
ら
、
国
民
年
金

に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
法

律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
学
生
本
人
の
収
入
が
一
定
額

以
下
の
場
合
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

前
年
度
に
学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ

た
人
に
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
申
請
書

（
ハ
ガ
キ
形
式
）
が
送
ら
れ
ま
す
の
で
、

同
一
の
学
校
に
在
学
す
る
場
合
は
、
記
入

し
て
返
送
す
る
だ
け
で
す
。
※
学
校
な
ど

が
変
わ
っ
た
人
は
、
改
め
て
申
請
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
で
学
生
納
付
特
例
を
申
請
す
る

人
は
、
保
険
年
金
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

持
ち
物
▼
学
生
証
、
印
鑑
、
年
金
手
帳

（
交
付
済
の
場
合
）

【
申
請
し
て
認
め
ら
れ
る
と
】

◯
特
例
対
象
期
間
に
つ
い
て
は
、
年
金
額

に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
老
齢
基
礎
年

金
の
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
事
故
や
病
気
で
障
害
が
残
っ
た
場

合
に
、
障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

死
亡
の
場
合
は
、
遺
族
（「
子
の
あ
る
妻

（
夫
）」
と
「
子
」）
に
は
遺
族
基
礎
年
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◯
学
生
納
付
特
例
期
間
の
保
険
料
は
、
10

年
以
内
で
あ
れ
ば
、
申
し
出
を
す
る
こ
と

で
追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
追
納
す

る
保
険
料
の
額
は
、
2
年
度
を
経
過
す
る

と
、
経
過
し
た
年
数
に
応
じ
て
加
算
額
が

つ
き
ま
す
。

【
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
】

学
生
で
は
な
い
20
歳
代
の
人
は
、
本
人

お
よ
び
配
偶
者
の
収
入
が
一
定
額
以
下
の

と
き
に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
制
度
（
若
年
者
納
付
猶
予

制
度
）
が
あ
り
ま
す
。

申
請
し
て
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
学
生

納
付
特
例
制
度
と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
額
が
変
わ
り
ま
し
た

平
成
27
年
度
国
民
年
金
保
険
料
は
月
額

1
万
5,
5
9
0
円
で
す
。
納
付
の
方
法

は
、
口
座
振
替
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納

付
な
ら
び
に
納
付
書
（
現
金
）
が
あ
り
ま

す
。
口
座
振
替
の
場
合
は
、
金
融
機
関
で

手
続
き
が
必
要
で
す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
納
付
の
場
合
は
申
し
出
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ど
ち
ら
の
方
法
で

も
、
月
毎
と
前
納
の
納
付
方
法
が
あ
り
ま

す
。
今
年
度
納
付
書
（
現
金
）
で
1
年
前

納
を
す
る
場
合
は
、
4
月
30
日
㈭
ま
で
と

な
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
な
ど
の
申
請
が

で
き
る
期
間
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

国
民
年
金
は
、
所
得
が
少
な
い
と
き
や

失
業
な
ど
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
が
困
難
な
場
合
、
ま
た
、
学
生
で
あ
る

場
合
に
保
険
料
の
免
除
を
申
請
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

申
請
時
点
の
2
年
1
か
月
前
の
月
分
ま

で
申
請
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

【
失
業
な
ど
の
特
例
免
除
の
対
象
期
間
も

拡
大
さ
れ
ま
し
た
】

災
害
・
失
業
な
ど
を
理
由
と
し
た
免
除

（
特
例
免
除
と
い
い
ま
す
）
は
、
災
害
・

失
業
な
ど
の
前
月
か
ら
災
害
・
失
業
な
ど

が
あ
っ
た
年
の
翌
々
年
6
月
ま
で
の
期
間

に
つ
い
て
、
特
例
免
除
の
申
請
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

申
請
方
法
▼
保
険
年
金
課
ま
た
は
大
宮

年
金
事
務
所
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
必
要
な
添
付
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
ご
注
意
く
だ
さ
い
◆

○
2
年
1
か
月
前
の
月
分
ま
で
免
除
申
請

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
申
請
が
遅

れ
る
と
万
一
の
際
に
障
害
年
金
な
ど
を
受

け
取
れ
な
い
場
合
や
失
業
な
ど
の
特
例
免

除
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
す
み
や
か
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
請
期
間
に
対
応
す
る
前
年
所
得
に
基

づ
き
、
審
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
免
除
が

承
認
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

全
額
免
除
と
一
部
免
除
は
配
偶
者
お
よ
び

世
帯
主
、
若
年
者
納
付
猶
予
は
配
偶
者
に

つ
い
て
も
所
得
審
査
を
行
い
ま
す
。
配
偶

者
や
世
帯
主
が
失
業
な
ど
に
該
当
す
る
場

合
も
免
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。詳

し
く
は
�
保
険
年
金
課
ま
た
は
大
宮

年
金
事
務
所
�
６５２
―
３
３
９
９

対
象
▼
①
市
内
に
居
住
し
、
ま
た
は
居

住
し
よ
う
と
し
て
い
る
勤
労
者
（
自
営
業

者
を
除
く
）
で
、
同
一
事
業
所
に
1
年
以

上
勤
務
し
て
い
る
人

②
資
金
の
貸
し
付
け
を
受
け
よ
う
と
す
る

時
の
年
齢
が
20
歳
以
上
60
歳
以
下
で
あ
っ

て
、
か
つ
、
償
還
を
完
了
す
る
時
の
年
齢

が
70
歳
（
無
担
保
の
貸
し
付
け
に
あ
っ
て

は
65
歳
）以
下
で
あ
る
人

③
市
県
民
税
を
完
納
し
て
い
る
人

④
家
族
収
入
を
含
み
借
入
金
を
返
済
し
な

が
ら
生
活
し
う
る
人

資
金
の
用
途
▼
利
用
申
込
者
が
市
内
に

居
住
す
る
た
め
の
新
築
、
増
改
築
（
耐
震

改
修
を
含
む
）、
購
入
（
中
古
住
宅
・
マ

ン
シ
ョ
ン
を
含
む
）
お
よ
び
宅
地
の
取
得

資
金
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、
家
屋
は
建
築

基
準
法
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
、
宅
地
は

100
㎡
以
上
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
な
お
、

投
資
を
目
的
と
す
る
も
の
は
、
該
当
し
ま

せ
ん
。

貸
付
限
度
額
▼
2,
5
0
0
万
円
（
無

担
保
は
500
万
円
）

貸
付
利
率
▼
変
動
金
利
1
・
865
％
（
無

担
保
は
固
定
金
利
2
・
0
％
、
変
動
金
利

2
・
715
％
）

貸
付
期
間
▼
30
年
以
内
（
無
担
保
は
固

定
金
利
10
年
以
内
、変
動
金
利
15
年
以
内
）

保
証
人
▼
労
働
者
信
用
基
金
協
会
の
債

務
保
証
制
度
を
利
用

申
込
方
法
▼
産
業
観
光
課
に
あ
る
「
勤

労
者
住
宅
資
金
貸
付
申
込
書
」
で
、
毎
月

10
日
ま
で
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
�
産
業
観
光
課

内
容
▼
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法

（
成
人
）
お
よ
び
大
出
血
時
の
止
血
方
法

な
どと

き
▼
5
月
16
日
㈯
午
前
9
時
〜
正
午

（
午
前
8
時
30
分
受
付
開
始
）

と
こ
ろ
▼
北
本
消
防
署
北
本
東
分
署

（
北
本
市
宮
内
7
―
240
）

対
象
▼
桶
川
市
・
鴻
巣
市
・
北
本
市
に

在
住
ま
た
は
在
勤
で
中
学
生
以
上
（
再
受

講
可
）

定
員
▼
15
人
【
先
着
順
】

費
用
▼
無
料

持
ち
物
▼
筆
記
用
具
※
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
受

講
者
は
当
消
防
本
部
発
行
の
受
講
証
明
書

（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
画
面
提
示
で

も
可
）

そ
の
他
▼
当
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
の
受
講
が
で
き

ま
す
。（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
受
講
者
は
救
命
講

習
の
受
講
時
間
が
開
始
よ
り
1
時
間
免
除

さ
れ
ま
す
。）

申
込
み
▼
5
月
9
日
㈯
ま
で
に
、
電
話

ま
た
は
直
接
、
桶
川
消
防
署
桶
川
西
分
署

（
788
―
0
1
1
9
）
へ
。

問
合
せ
�
桶
川
消
防
署
桶
川
西
分
署

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険ののののののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
いざというときに安心して医療を受けられるように、職場の

健康保険や後期高齢者医療制度などに加入している人を除き、
市内に住む人はすべて、桶川市の国民健康保険（国保）に加入
しなければなりません。
国保に加入している人が、会社の健康保険へ加入、または他

の市区町村へ転出した場合は資格喪失の届け出が必要です。
また、他の市区町村からの転入や、会社の健康保険に加入し

ている人が退職し、国保に加入する場合などは、14日以内に国
保への資格取得の届け出が必要になります。
国保への加入年月日は、届け出の日ではなく、前の健康保険

を喪失した日となります。このため、届け出が遅れたときは、
加入日にさかのぼり国民健康保険税を納付していただくことに
なります。
なお、国民健康保険税額の試算を希望の人は、平成26年中の

収入のわかるもの（源泉徴収票、確定申告書の写しなど）と市
に納めている固定資産税の納税通知書をお持ちください。

こんなとき 届け出に必要なもの

国
保
に
加
入
す
る
と
き

他の市区町村から転入してきたと
き

運転免許証、パスポート、住基
カード（顔写真付き）など

職場の健康保険をやめたとき、被
扶養者からはずれたとき 健康保険資格喪失証明書

子どもがうまれたとき 母子健康手帳
外国籍の人が加入するとき 在留カード、パスポート
生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書

国
保
を
や
め
る
と
き

他の市区町村に転出するとき 国民健康保険被保険者証
（以下、国保保険証）

職場の健康保険に加入したとき、
被扶養者になったとき

職場の健康保険証（または資格
取得証明書）、国保保険証

国保の被保険者が死亡したとき 国保保険証
生活保護を受けるようになったと
き

保護開始決定通知書、国保保険
証

そ
の
他

就学のため別に住所を定めるとき 国保保険証、在学証明書
市内で住所が変わったとき 国保保険証
世帯主や氏名が変わったとき 国保保険証
世帯が分かれたり、一緒になった
とき 国保保険証

詳しくは�保険年金課

対前年
同月比

1件

0人

－5人

思いやり 乗せてゆっくり ふむペダル

平成26年
1月末

27件

0人

37人

平成27年
1月末

28件

0人

32人

件 数

死 者 数

負傷者数

☆ 交通事故統計 ☆
―桶川市内の人身事故―

（毎年1月からの累計）

平成２７年度危険物取扱者試験（第１回）
消防法で定められる数量以上の危険物を貯蔵し、または取り
扱う人は、危険物取扱者免状が必要です。
試験日 種類 試験会場 受付期間

５月１７日㈰ 全種類 芝浦工業大学
（さいたま市）

４月９日㈭～
１７日㈮

※試験のための準備講習会もあります。
願書配布・問合せ�平日午前８時３０分～午後５時１５分

桶川消防署管理指導課�７７３－１１９０
願書提出先�㈶消防試験研究センター埼玉県支部試験係

桶川市携帯版公式サイト桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp/mobilehttp://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市保健 �786―1855
センター �786―0096

桶川市役所 �786―3211
桶川市教育委員会 �786―9866

情
報
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テ
ー
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ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

2015．4 11662015．41177

情
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ス
テ
ー
シ
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ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板



平成
27年

度
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会
の
お
知
ら
せ

������
����������

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
を
希

望
す
る
人
は
、
説
明
会
に
参
加
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

入
会
で
き
る
人
▼
市
内
在
住
の
60
歳
以

上
の
人
で
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人

説
明
会
日
程
▼
①
4
月
21
日
㈫
②
5
月

19
日
㈫
③
6
月
16
日
㈫
④
7
月
22
日
㈬
⑤

8
月
18
日
㈫
⑥
9
月
15
日
㈫
の
午
前
9
時

か
ら
※
時
間
厳
守

説
明
会
会
場
▼
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
（
勤
労
福
祉
会
館
内
）

問
合
せ
�
桶
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
�
７７７
―
１
９
２
０

の無料相談 ●桶川市役所・教育委員会／�786－3211�786－9866
●社会福祉協議会／�728－2221�728－2313

相 談 相談員 相 談 内 容 と き と こ ろ 問 合 せ

法律相談（予約制） 弁 護 士 相隣、金銭・賃貸借、離婚・相続などの法
律全般についての相談

3日㈮・10日㈮・24日㈮
14：00～17：00
18日㈯9：00～12：00
5月1日㈮・8日㈮・22日㈮・
29日㈮14：00～17：00
16日㈯9：00～12：00

仮設庁舎相談室

秘書広報課

司法書士法律相談（予約制） 司法書士 相続、遺言、名義変更、会社設立登記、成年
後見、少額民事訴訟（債務整理）等の相談

9日㈭※次回は5月14日㈭
13：00～16：00 仮設庁舎相談室

行 政 書 士 相 談 行政書士 成年後見制度、相続、各種契約書、内容証
明、会社設立などの手続きの相談

2日㈭※次回は5月7日㈭
13：00～16：00 仮設庁舎相談室

不動産相談（予約制） 宅 地 建 物
取引主任者

不動産の売買、賃貸借契約等についての相
談 22日㈬13：00～16：00 仮設庁舎相談室

住 宅 相 談 建設団体の
相 談 員

住宅の新築、増改築、修繕、工事、耐震な
どの相談 18日㈯9：00～12：00 仮設庁舎会議室201

電話でも可 �786－3211

行 政 相 談 行 政
相談委員

国や県、公団・公社等への要望や苦情につ
いての相談

3日㈮ ※次回は5月8日㈮
10：00～12：00 仮設庁舎相談室

多 重 債 務 相 談 市 役 所
職 員

消費者金融等からの借金返済などに困って
いる方の相談 随時 仮設庁舎相談室

直通�786－3450

暴力団被害相談（予約制） 上尾警察署
職 員

暴力団により被害を受けたり、困っている
ことについての相談 随時 仮設庁舎相談室 安心安全課

女性相談（予約制） 県外の専門
カウンセラー 女性のためのなんでも相談 13日㈪、27日㈪

10：00～16：00 仮設庁舎相談室
人権・男女共同
参画課人 権 相 談 人権擁護

委 員
悩みごと・離婚問題・子どものいじめなど
の日常生活でお困りのことの相談

14日㈫
9：00～12：00 地域福祉活動センター3階

内 職 相 談 内 職
相 談 員

内職に関する相談・案内、ハローワークの
求人情報の閲覧

毎週水・金曜日（祝日を除く）
10：00～15：00（12：00～13：00を除く）

勤労福祉会館
直通�773－1121（水・金曜日）産業観光課

消 費 生 活 相 談 消費生活
相 談 員

消費者トラブルや苦情など、消費生活全般
についての相談

毎週月・火・木・金（祝日を除く）
10：00～15：30（12：00～13：00を除く）

仮設庁舎2階
電話でも可 �786－3211 自治文化課

こどもと家庭なんでも相談 家庭児童
相 談 員

子どもたち自身や親からの、家庭・幼稚園・
学校などでの悩みや子育ての相談

毎週火・木曜日（祝日を除く）
10：00～16：00

駅前子育て支援センター
電話でも可 直通�777－7708 こども支援課

こどものことばや運動面 専 門
相 談 員 未就学児の発達についての相談 事前に電話で申し込み、日程調

整して決定
児童発達支援センター分室
�787－5562

児童発達支援セ
ンター分室

教 育 相 談 専 門
相 談 員

子どもの教育やしつけについての悩みごと
相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
9：00～17：00

教育センター
直通�786－3237

教育委員会学校
支援課

心 配 ご と 相 談 民生委員 さまざまな心配ごとの相談 毎週土曜日（祝日を除く）
13：00～15：00

地域福祉活動センター
直通�728－2369

社会福祉協議会
結 婚 相 談 民生委員 結婚を望む方の相談 毎週土曜日（祝日を除く）

13：00～15：00 地域福祉活動センター

4月

中中小小企企業業融融資資制制度度ののおお知知ららせせ
桶川市中小企業者向け融資制度は、原材料の購入・仕入、給
与賃金の支払いや、車輌・機械の購入、店舗の増改築などにご
利用になれます。
制度名 利率 使途 限度額 返済期間 保証人 担保
特別
小口資金

1．75
％
運転

1250万円
10年

不要 不要
設備 12年

中口資金1．80％
運転2000万円 10年 個人：不要

法人：代表者1名
必要に
応じ設備3000万円 12年

※1 上記利率の他、保証料が必要となります。
2 融資には審査があり、審査の結果によってご希望に沿え
ないことがあります。

詳しくは�産業観光課

ススポポーーツツ安安全全保保険険ののごご案案内内
対象�スポーツ活動や文化活動・ボランティア活動などを行

う５人以上の団体で、その活動中とそのための往復中
の事故等によって傷害を被った場合に補償されます。

掛金（１人年額）�
Ａ１＝８００円
中学生以下／スポーツ・文化・ボランティア・地域活動

ＡＷ＝１，４５０円
中学生以下／上記活動に加え、個人活動・個人練習も

補償する子どもワイド
Ａ２＝８００円
高校生以上／文化・ボランティア・地域活動・団体員

の送迎・応援・準備・片付け
Ｃ＝１，８５０円
高校生以上／スポーツ活動・スポーツ活動の指導

ＡＣ＝１，３００円
高校生以上／子どものスポーツ活動の指導・審判
※Ｃ区分でも加入可

Ｂ＝１，０００円
６５歳以上／スポーツ活動
※Ｃ区分でも加入可
※スポーツ活動を行わない場合は、Ａ２区分

Ｄ＝１１，０００円
危険度の高いスポーツ活動

◆学校管理下の活動は対象外となります。
◆詳細は、（公財）スポーツ安全協会のホームページを確認す
るか、（公財）スポーツ安全協会埼玉県支部へ問い合せくだ
さい。「スポーツ安全保険のしおり」または「あらまし」をよ
く読み、内容を確認ください。
加入申込書配布先�スポーツ振興課、サン・アリーナ、川田

谷生涯学習センター、各公民館
問合せ�（公財）スポーツ安全協会埼玉県支部（県体育協会内）

�７７９－９５８０
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